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実践事例研究：業務分析調査 

実践事例研究の日程 

 

    実施事項 

１．プロジェクト立ち上げ  
２．調査（第１日目） 
３．調査（第2日目） 
４．調査（第3日目）・分析 
５．分析 
６．報告会 

 
 
  月日 
８月３日（日） 
８月９日（土） 
８月１６日（土） 
８月２３日（土） 
８月３１日（日） 
９月６日（土） 

 
 
 場所 
 
㈱AA様 
㈱AA様 
㈱AA様 
 
㈱AA様 

㈱AA様にて、３日間で行われた調査（分析）は、実践事例研究として 

社長様以下従業員のヒアリングとヒアリングにより確認された帳票等の資料の 

確認等を実施した。 

実際の業務分析では、調査・分析は十分な時間をかけ必要に応じ詳細に実施される。 



 １．経営ビジョン達成に向けた課題の整理 

業界NN位⇒MM位 
M&Aを推進する企業 

  売上高利益率   PT％（中長期的課題） 
  売上高       YYY億円 

利益率向上 
売上拡大 

営業 

月次の予実管理 

月次レベルの予算／実績 
    売上 
    重要な費用 
    原価・利益 

生産管理 配送 

今回、
検討 
対象外 

生産計画 
設備、他 

マーケ 
M&A、他 

利益率 P1％ 
（当面の目標） 

利益率 P0％ 
（現状） 

ロジステック 
社外と連携、他 

予算達成 

仕組み（業務改善） 
仕掛け（IT活用） 

原価・経費の予算管理により 
利益の確保・利益率アップ 

利益率アップに向けた 
戦略・実行計画の策定 

管理会計の導入 

・売上拡大 
・利益率向上 
に、つながる経営管理 

ITシステムの再定義 

経営情報の 
効果的活用 
（業務改革） 

今回ポイント 



業務標準化が課題
（ムリ・ムダ・ムラが
多い） 

月次情報が遅く、経
営に反映できない 

 １．現状の問題と課題（ヒアリング結果まとめ） 

原価が高く利益が出
ない 

人材育成計画の検
討が必要 

目標管理・戦略展開
の有効化 

組織体制の明確化 
各種会議を有効に 

（月次会議で予実管
理） 

IT化を含め業務の迅
速化・効率化 

今回注目ポイント 

検討項目 現状 問題・課題

売上100億円・業界トップ１０位が目標 （今回検討対象範囲外）

売上高利益率　２％を目標 原価が高く利益が出ない

予算・目標 目標管理・戦略展開はされているが効果が見えにくい 目標管理・戦略展開・運用に課題がある

会議運営 各種会議が効果的に開催されていない 会議運営方法が課題（ツール）

ITシステム ITによる業務の迅速化・効率化が不十分 ＩＴ戦略展開が不十分

組織 組織・役割等が不明確 組織体制の明確化

育成・教育 経営戦略遂行のための人材育成計画が不十分 人材育成計画の構築

月次処理・報告 月次情報が遅く、経営に反映できない 管理会計の活用

業務標準 業務標準化のおくれによりムリ・ムダ・ムラが多い 業務標準化の推進

経営目標ビジョン



① 生産重量…33t/8h ① 各部署能力を把握し品切れゼロ、機械100％稼動

三野 竜也 ② 重油売上比率…12.98％以下 ② 季節変動に応じた計画生産を行う

（ 工場長 ） ③ 雑給売上比率…8.77％以下 ③ 賃金・雑給の効率バランスを見る

④ 再洗率…2.5％以下 ④ 洗剤メーカーと協力し洗浄力向上に努める

⑤ 報告・連絡・相談の徹底

① 生産重量…33t/8h ① 入荷した順番でトコロテン方式で仕分け投入を行う

新村   登 ② 仕分け投入バック数…90/ｈ ② 週、季節変動での生産計画を立てる

（ 係長 ） ③ 機械トラブルは素早く対応する

④ 生産工程表を作成し、計画生産の確立

① 生産重量…33t/8h ① 月15時間以下にする。（第52期実績…24時間/月）

飯田 秀信 ② 予防保全・計画保全の実施 ② 消耗品は発注点を明確にし、過剰在庫にならないように

（ 主任 ） ③ 機械トラブルによるライン停 する

停止の減少 ③ 異常はいち早く察知し、対処する

④ 消耗品売上比率…0.6％以下 ④ 機械台帳を使い、修繕履歴管理を徹底して行う

① 連洗洗い目標…34t/8h ① 朝8時30分、昼1時15分、休憩の時点で空バック０を目標

竹内 憲治 ② ロールの品切が無い様、効率 とする

（ ） を考え供給する ② 連洗・脱水機・乾燥機の機械トラブルの早期発見早期

復旧

③ リサイクルタンク、網清掃の徹底

① 工場の生産効率向上サポート ① 綿とパーケルのシーツが、区別出来る様キャスター表示

小林 義登 ② 作業中の事故防止 ② “ＫＹ”危険予測活動を徹底する

（ ） ③ スタッフ教育と作業錬度向上 ③ リネン室作業員の徹底したマニュアル化を図り作業習得

時間の短縮化、休日シフトの安定運用

④ ホテルとの良好な関係の構築 ④ 担当部署長クラスとの積極的なコミュニケーション構築

① 正確なシステム情報 ① 納品伝票、入金処理は残さず入力する

亀山 直美 ② 電話応対を迅速に ② 正しい情報をいち早く確認し処理する

（ ） ③ 営業事務の意識向上 ③ 営業との連絡を取り、お客様への応対、営業の事務処理

補佐をする

① 届出書類等の迅速 ① 公的機関等への手続き提出物の早期処理

青山 ゆり子 ② 正確な請求書発行 ② 入力漏れ、ミスの無いように出荷と連絡を取り合い正確

（ ） な請求書発行

③ 業務マニュアルの作成 ③ 日、週、月、年単位でのマニュアルを作成し、滞りなく

業務が出来るようにする

結果（下期）職　位・氏　名 目　　　　標 結果（上期）具　　体　　策　・　推　　進　　策

① 生産重量…33t/8h ① 各部署能力を把握し品切れゼロ、機械100％稼動

② 重油売上比率…12.98％以下 ② 季節変動に応じた計画生産を行う

③ 雑給売上比率…8.77％以下 ③ 賃金・雑給の効率バランスを見る

④ 再洗率…2.5％以下 ④ 洗剤メーカーと協力し洗浄力向上に努める

⑤ 報告・連絡・相談の徹底

目　　　　標 具　　体　　策　・　推　　進　　策【　今期当事業所運営方針　】

（　大橋 正樹　）

1. 過去との決別そして旅立ち

2. 年次黒字化

3. 計画生産の実施

4. 機械・設備の計画的保守

5. 社内ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの確立

【　具　　体　　策　】

1. 過去は過去であり、しがら

みを払拭。そして創造へ！

“Time is Money！”

2. ① 1日(8h)…33㌧(仕上品)

② 業績人員…70名

③ 生産重量…470㎏(1人)

④ 電気原単位…157kwh/t

⑤ 重油原単位…149ℓ/t

⑥ 再洗率…2％未満

3. ① 棚卸しを実施し、適正

在庫を確保

② 入荷→仕分け→洗浄→

乾燥→仕上げ工程を細

切れさせない！

③ どこまでが今日の仕事

なのかを把握

4. ① 機械台帳の記録による

履歴管理の徹底

② 予防保守計画表の作成

5. ① 率先しての声かけ

② 報・連・相の浸透化

運営方針・具体策および個人目標 
（サンプル：関東支店） 

全社

戦略中期経営ビジョン

【　中期経営ビジョン　】 ： 高収益体質への転換 （平成２５年１０月～平成３０年９月）

【　戦　　　　略　】 ① 資源の集中配分、特に設備のリニューアルと生産管理・原価管理の導入による生産性の向上に注力。

② 提案営業の推進による新規顧客開拓。

③ ロジスティックスの再構築

④ 人事、組織、経営管理の強化

事業所

運営方針 具体策

個人

目標 具体策

目標 具体策

：

１．戦略・実行計画における現状と問題点 
  （１）現状 

戦略立案・実行計画の仕組みは十分に揃っている 

⇒この仕組みを基盤として、運用面でさらなる改善を実施することで、作成した資料
や管理情報をより有効に経営に活用していくことができる 



１．戦略・実行計画における現状と問題点  
  （２）問題点 
   １）事業所レベル 
 

全社

①資源の集中配分、特に

設備のリニューアルと生産

管理・原価管理の導入によ

る生産性の向上に注力。

②提案営業の推進による新

規顧客開拓。

③ロジスティックスの再構築

④人事、組織、経営管理の

強化

戦略

【ビジョン】

高収益体質

への転換

管理本部

1.収益第１、コ

スト削減の追

及

全社員に原価意識を植え付けるべく、全項

目の見直し

2.多能化によ

る人件費圧縮

現状の担当以外の事務スキルアップを目指

し、相互研修の徹底を図る。

3.人事、総務

施策の再構

築

人事関連として、新卒採用、時給単価の見

直し、研修体系の再構築を図る。

運営方針 具体策

4.システムの

拡充を急ぐ

以下の問題点により、実行計画があいまいになってしまい、月次レベルの経営管
理に事業所の対策実施状況が反映できていない 

【問題点②】具体策が具体的でない

具体的でないため、実行計画があいまいに

なってしまう

【問題点①】戦略－運営方針の関係が不明確

下位の方針がないが、事業所として範囲外なの

か、方針が不足しているかが不明確

【問題点①】戦略－運営方針の関係が不明確

上位の戦略と結びつかない運営方針の位置づけ

が不明確



予算管理
のＰＤＣＡ 

利益率向上 

売上拡大 

中期ビジョン 

経営会議 予実管理資料 

指標：売上と経常利益 文字と数字 月半ば以降の開催 

会計システム刷新 

ＴＫＣデータ 

＋ 原価管理指標の明示 

帳票追加 グラフによる可視化 

目標 

現状 

改善
案 

Ⅳ 月次予算のＰＤＣＡ 全体像 

経営会議開催早期化 

高収益体質への転換 



経営会議までの業務フロー（現状） 
当月

翌月 月初

6日

15日

各事業所時系列 経理経営管理

売上

人件費

買掛金

月次集計

まとめ

TKC入力

経営会議 月次決算書



経営会議までの業務フロー（改善後） 
当月

翌月 月初

6日

15日

時系列 経営管理 経理 各事業所

売上

人件費

買掛金

月次集計

まとめ

TKC入力

経営会議

月次決算書

経営会議資料



情報システムの現状 

(１)在庫管理がで
きていない 

(２)伝票の郵

送にコストと
時間がかか
る 

(３)伝票起票と
データ入力が混在 

(４)BB課長が膨大

な量の伝票を手入
力している 

(５)月次データの出力が遅い 
  情報が多すぎる 

 
 

経理課長 
手入力 



情報システムの改善提案 

A社 製品α 50(個） 

B社 製品β 30 
C社 製品γ 25 


